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第
一

章
　
日
清
戦
争
と
神
奈
川
県

第
一

節
　
県
民
と
戦
後
経
営
の

問
題

一

　
開
戦
と
県
民
の

状
態

県
民
と
戦
争

三
多
摩
が

東
京
府
へ

移
管
と
な
っ

た
一

八
九
三
年
の

翌
年
八
月
一

日
、

日
本
は
清
国
に

宣
戦
を
布
告
し
て
、

明
治
最
初
の

対
外
大

戦
争
に

直
面
し
た
。

こ

の

日
清
戦
争
は
、

明
治
初
年
以
来
の

日
清
両
国
間
の

危
機
情
況
、

朝
鮮
を
め
ぐ
る
両
国
の

対
決
か
ら
暗
黙

に

予
想
さ
れ
た
た
め
に
、

政
府
は
軍
備
の

拡
張
に

力
を
入
れ
て

こ

れ
が

議
会
開
設
と
と
も
に

政
府
対
民
党
の

政
争
の

具
と
な
っ

た
。

し
か
し
い

よ
い

よ
開
戦
と
な
る
と
政
局
は
一

転
し
て
、

民
党
側
は
そ
れ
ま
で

の

攻
戦
的
鋒
先
を
収
め
て

政
府
の

厖
大
な
軍
事
予
算
を
承
認
し
て

全
国
は
戦
時
化
し
、

神
奈
川
県
下
も
一

挙
に
こ

の

戦
争
の

渦
に

ま
き
こ

ま
れ
た
。

開
戦
直
後
の

模
様
を
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
か
ら
ひ
ろ
っ

て

み
る
と
、

つ

ぎ
の

よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

横
浜
市
に

は
当
時
、

三
千
七
百
人
余
の

中
国
人
居
留
民
が
い

た
。

い

よ
い

よ
開
戦
空
気
が
せ
ま
っ

た
七
月
一

日
に

は
居
留
地
の

清
国
監
督
官
が
、

午
後
九
時
以
後
は
居
留
地
外
に

出
る
こ

と
を
禁
じ
た
（
七
月
三
日
付
）。

中
国
人
は
万
一

を
お
そ
れ
て
日
本
紙
幣
を
銀
貨
に

交
換
し
は
じ
め

た
（
七
月

六
日

付
）。

さ
ら
に
、

帰
国
す
る
者
が
日
一

日
と
多
く
な
っ

て
、

十
九
日
ま
で
に
七
百
余
名
が

横
浜
を
立
去
っ

て

帰
国
し
た
（
七
月
十
九
日

付
）。

い

か
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に

も
た
だ
な
ら
な
い

空
気
が
そ
こ

に

み
ら
れ
る
。

県
民
側
の

対
応
は
ど
う
で

あ
っ

た
ろ
う
か
。

横
浜
市
で

は
有
志
の

発
起
で
い

ち
は
や
く
奉
公
会
が
結
成
さ
れ
、

こ

れ
が
後
に

恤
兵
会
と
名
称
を
改

め
た
。

会
則
に

は
、

軍
人
優
遇
の

た
め
に

金
品
の

寄
贈
、

市
在
住
の

応
召
現
役
、

予
後
備
兵
の

家
族
の

困
窮
者
に

在
役
中
相
当
の

扶
助
料
を
贈
る
な

ど
を
定
め
、

事
務
委
員
に

は
大
谷
嘉
兵
衛
、

来
栖
壮
兵
衛
な
ど
の

市
政
財
界
の

有
力
者
が
名
を
つ

ら
ね
て
い

た
（
八
月
十
日
付
）。
さ
ら

に

九
月
に

は
、

横
浜
市
で

婦
人
恤
兵
会
が
組
織
さ
れ
て

「
広
く
本
市
有
志
令
夫
人
令
嬢
等
の

御
同
意
を
得
、

聊
か
同
胞
相
愛
の

情
誼
を
尽
し
度
」
と

呼
び

か

け
、

市
有
志
婦
人
の

義
捐
金
を
つ

の
っ

て
、

在
住
軍
人
お
よ
び
そ
の

家
族
の

急
を
救
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
し
て
い

る
（
九
月
十
六
日
付
）。

ま
た

横
須
賀
町
で

は
、

鈴
木
福
松
、

森
芳
郎
、

植
原
直
吉
ら
ほ
か
数
名
の

発
起
で

義
勇
隊
が
編
成
さ
れ
、

応
募
者
五
百
名
に

達
し
、

こ

れ
に

日
本
刀
を
寄

贈
す
る
者
も
あ
っ

た
（
七
月
十
七
日
付
）。

各
郡
に

も
同
様
の

動
き
が
盛
ん
に

見
ら
れ
た
。

神
奈
川
県
青
年
会
が
県
下
各
郡
で

義
勇
隊
の

組
織
を
議
決
し
て

村
長
に

上
申
し
て
い

る
。

と
こ

ろ

が
橘
樹
郡
で

は
、

郡
長
か
ら
、

そ
の

意
志
は
嘉
す
べ

き
で

あ
る
が
、

す
で
に

政
府
で

は
正
規
軍
隊
の

準
備
が
あ
る
か
ら
、

こ

れ
は
採
用
さ
れ
て
い

な

い

旨
の

諭
示
を
下
し
て
い

る
。

し
か
し
、

各
町
村
の

当
局
は
、

上
か
ら
の

警
報
の

掲
示
や
、

召
集
令
状
の

伝
達
、

召
集
兵
の

扱
い

方
な
ど
に

関
す
る

吏
員
心
得
書
の

配
布
な
ど
を
行
っ

て
、

末
端
に
お

け
る
戦
時
体
制
の

強
化
を
は
か
っ

た
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

八
九
）。

こ

の

よ
う
な
応
召
兵
士
の

世
話
と
と
も
に
、

高
座
郡
松
林
村
（
現
在

茅
ヶ

崎
市
）
で

は
出
征
軍
人
の

士
気
高
揚
の

た
め
に

恤
兵
懇
親
会
を

結
成
し

て

「
在
郷
軍
人
十
八
名
、

及
び
現
役
兵
の

近
親
者
一

名
ず
つ

を
招
待
し
、

来
会
者
を
以
て

隊
を
組
み
、

義
勇
奉
公
、

尽
忠
報
国
の

旗
を
ひ
る
が
え
し

て
、

帝
国
万
歳
を
三
呼
し
、

出
席
者
三
百
名
に
て

盛
会
な
り
」
と
報
じ
て
い

る
（
八
月
二

十
四
日
付
）。

ま
た
小
田
原
で

は
有
志
が
名
産
の

梅
干
数
百

樽
を
送
る
準
備
を
し
た
。

出
征
兵
士
に

対
す
る
声
援
と
と
も
に

そ
の

家
族
救
済
が
や
は
り
各
郡
で

盛
ん
に

行
わ
れ
た
。

橘
樹
郡
清
川
村
で

は
「
戦
時
軍
人
家
族
扶
助
規
程
」

©神奈川県立公文書館



を
定
め
、

六
十
歳
以
上
、

十
五
歳
以
下
そ
の

他
の

自
活
が

困
難
な
者
に

は
一

人
一

日
金
五
銭
の

扶
助
金
を
与
え
る
な
ど
詳
細
な
規
則
を
設
け
て
、

出

征
兵
士
に

後
顧
の

憂
い

な
か
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い

る
。

足
柄
下
郡
で

は
戦
況
た
け
な
わ
の

翌
一

八
九
五
年
三
月
、

郡
役
所
か
ら
、

こ

の

従
軍
者
家
族
の

救
済
に

は
昨
年
来
、

有
志
仲
の

義
挙
で

適
宜
の

救

護
を
講
じ
て

き
た
が
、

同
郡
の

よ
う
な
「
荒
涼
ノ

村
落
等
ニ

於
テ
ハ

有
志
者
ノ

義
捐
金
等
寡
ナ
キ
カ
為
メ
、

或
ハ

救
護
方
行
届
兼
、

為
メ
ニ

飢
餓
ニ

迫
マ

ル

者
有
之
ニ

於
テ
ハ

…
…
」
と
、

他
郡
に

比
べ

彼
是
厚
薄
の

違
い

が
あ
っ

て

は
、

切
角
の

美
挙
も
そ
の

効
を
全
う
し
難
い

と
し
て
、

各
郡
と
同

様
な
救
済
活
動
を
行
う
べ

し
、

と
い

う
よ
う
な
手
厚
い

配
慮
を
行
っ

て
、

各
村
長
に

注
意
を
促
し
、

よ
く
実
況
を
調
査
し
て

郡
役
所
ま
で

報
告
す
る

よ
う
に

命
じ
て
い

る
。

愛
甲
郡
で

は
「
郡
内
各
町
村
、

殆
ン

ド
救
護
団
ノ

設
立
ヲ

見
ザ
ル

ナ
キ
ニ

至
リ
、

到
ル

処
出
征
者
家
族
ヲ
シ

テ
郷
党
相
扶
シ

情
諠
ニ

浴
セ

シ

メ

ツ

ツ

ア
ル

ハ

洵
ニ

欣
喜
ニ

堪
ヘ

ザ
ル

所
ナ
リ
」
と
、

戦
争
も
高
潮
に

達
し
た
時
期
に

は
、

こ

の

種
の

活
動
が
県
下
各
郡
で

盛
ん
に

行
わ
れ
て
い

る
こ

と

を
伝
え
て
い

る
。

ま
た
郡
長
は
町
村
会
議
で
、

軍
人
家
族
救
護
に
つ

い

て
、

県
下
国
庫
の

補
助
は
僅
少
な
の

で
、

も
っ

ぱ
ら
有
志
者
の

義
捐
に

頼
っ

て

き
た
が
、

こ

れ
で

は
前
途
資
金
の

枯
渇
の

憂
い

が
あ
る
。

そ
こ

で
こ

れ
か
ら
は
、

金
銭
授
与
の

ほ
か
に
、

土
地
の

状
況
に

よ
っ

て

適
切
の

生
業
を

企
画
し
て

彼
ら
に

自
営
自
活
の

方
途
を
授
け
る
べ

き
で

あ
る
、

と
い

う
よ
う
な
積
極
的
な
銃
後
経
営
を
述
べ

て
い

る
の

は
注
目
に

値
す
る
（
資
料
編

11

近
代
・

現
代
⑴
一

九
四
）。

も
う
一

つ

の

戦

争

観

こ

う
し
た
報
道
と
は
別
の

も
う
一

つ

の

目
で

日
清
戦
争
下
の

県
民
の

姿
を
お
っ

て

み
よ
う
。

高
座
郡
相
原
村
（
現
在

相
模
原
市
）
の

相
沢
菊
太
郎
は
、

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
か
ら
一

九
六
二
（
昭
和
三
十
七

）
年
に

至
る
七

十
八
年
間
の

克
明
な
日
記
を
残
し
て
い

る
。

相
沢
は
、

一

八
六
六
（
慶
応
二

）
年
の

生
ま
れ
で
、

一

八
九
二
（
明
治
二

十
五

）
年
、

分
家
し
て

自
立
、

九
七
（
明
治
三
十
）
年
に
は
相
原
村
助
役
、

一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）
年
に

は
同
村
長
に

就
任
す
る
な
ど
、

分
別
盛
り
、

働
き
盛
り
の

と

き
二
つ

の
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戦
争
に

直
面
し
て
い

る
。

日
清
戦
争
が
は
じ
ま
っ

た
一

八
九
四
（
明
治
二

十
七
）
年
が
、

地
震
の

多
か
っ

た
こ

と
も
、

県
民
に

は
不
安
の

種
で

あ
っ

た
。

四
月
十
四
日
、

六
月
二
十
日
、

十
二
月
一

日
な
ど
が
か
な
り
大
き
く
、

六
月
二
十
日
に

つ

い

て

は
、

「
午
後
二

時
大
地
震
あ
り
、

各
家
人
々

戸
外
に

飛
び
出
す
」、

翌
日
は
「
地
震
の

た
め
牛
久
保
隠
居
の

土
蔵
壁
落
ち
又
原
清
五
郎
君
の

土
蔵
の

壁
落
ち
て

歪
み
た
る
由
、

其
他
各
所
に

破
損
あ
り
、

此
日
新
聞

に

て

東
京
、

横
浜
の

地
震
被
害
を
知
る
、

即
死
せ
る
者
、

家
屋
の

歪
み

た
る
等
多
く
、

而
し
て

安
政
年
度
の

地
震
に

も
比
す
る
」
と
付
記
し
て

い

る
。

相
沢
日
記
に

は
、

こ

う
い

う
地
震
を
は
じ
め
作
柄
や
景
気
に
つ

い

て

筆
者
の

観
測
を
記

し
た
個
所
が
少
な
く
な
い
。

た
と
え
ば
こ
の

年
、

春
に
は
「
三
年
以
前
よ
り
紙
幣
倍
す
れ

ど
も
夫
程
に

景
気
宜
し
か

ら

ず
、

な
れ
ど
も
一

体
の

人
気
上
向
に
て

先
づ
何
れ

も

当
時

植
木
の

通
行
多
し
」（
四
月
十
三
日

）
と
楽
観
的
で

あ
っ

た
が
、

開
戦
後
の

九
月
二
十
五
日

に

は
、

早
く
も
不
景
気
を
予
測
し
て
お

り
、

十
二
月
二
日
に

は
「
本
年
旱
不
作
故
小
作
米

を
ま
け
ら
れ
た
し
」
と
談
じ
込
ま
れ
二
割
方
ま
け
て
い

る
。

ま
た
、

戸
数
百
戸
の

村
に
、

二
軒
も
盗
難
事
件
が
あ
っ

た
こ

と
を
伝
え
て
い

る
。

第1表　記念碑分布（年代別）

小林孝雄「石碑が語る郷土の歴史」『むさしさ
がむ』法政大学女子中・高等学校，昭和38年刊。

『神奈川区誌』昭和52年刊から作成

瀬谷区瀬谷町徳善寺境内にある忠魂
碑
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一

八
九
四
、

九
五
年
を
通
じ
て
、

戦
争
に

関
す
る
記
事
は
少
な
く
、

恤
兵
金
や
軍
事
公
債
の

負
担
も
、

有
力
者
の

み
で

処
理
し
て
い

た
よ
う
で

あ

る
。

開
戦
そ
の

も
の

に
つ

い

て

も
、

八
月
の

日
記
帳
上
部
余
白
に

書
き
加
え
ら
れ
て
い

る
。

九
五
年
四
月
の

講
和
調
印
も
簡
略
で

あ
る
。

全
体
と
し

て
、

戦
争
よ
り
も
自
然
現
象
や
日
常
生
活
の

記
載
が
中
心
で

あ
っ

て
、

い

わ
ば
知
識
人
の

さ
め
た
眼
で

事
態
を
見
守
っ

て
い

る
観
が
あ
る
。

相
沢
日
記
に

よ
る
と
、

農
村
部
で

も
、

生
活
が
変
化
し
つ

つ

あ
っ

た
事
実
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

「
金
融
不
通
な
り
、

是
は
日
露
戦
争
中
軍
資
出
金

の

為
且
蚕
業
の

不
成
績
及
堕
農
多
き
等
の

結
果
に

し
て
、

衣
食
は
日
に

月
に

華
美
に

流
れ
、

生
業
は
自
然
退
歩
し
、

人
情
は
薄
く
、

借
を
払
う
事
実

心
に

薄
く
、

小
作
畑
の

収
益
は
自
分
の

生
活
に

充
て

不
足
す
れ
ば
時
借
を
為
し
、

双
方
の

債
務
は
出
来
る
時
に

任
す
る
如
き
風
情
」、
「
農
家
に

穀
な

く
、

昨
年
冬
よ
り
新
日
本
米
（
台
湾
白
米
）
の

輸
入
あ
る
を
幸
い
一

般
に

之
を
求
め
ざ
る
も
の

な
く
実
に

農
家
と
そ
れ
何
に

あ
る
か
と

云
う
様
な
り
、

最
近
頃
大
麦
は
高
き
故
之
を
売
り
蘭
貢
米
を
買
う
も
の

多
く
」（
一

九
〇
四
年
八
月
二

十
六
日
付
）
と
か
、

「
朝
よ
り
夜
に

掛
け
小
作
其
他
収
入
用
、

収

入
不
通
至
極
例
年
払
方
の

怠
慢
な
る
傾
向
を
示
し
つ

つ

あ
り
し
に

本
年
の

如
き
日
露
戦
役
中
金
融
不
通
の

為
め
一

層
其
の

度
を
厚
う
す
る
様
子
と
な

れ
り
」（
一

九
〇
四
年
十
二

月
三
十
一

日
付
）
と
な
げ
き
、

「
先
ず
本
年
も
不
景
気
の

声
は
到
底
止
む
見
込
な
し
」（
一

九
〇
五
年
六
月
二

十
一

日
付
）
と
不
安

を
か
く
さ
な
い
。

こ

こ

に
、

川
崎
市
生
田
地
区
、

横
浜
市
神
奈
川
区
に

お

け
る
記
念
碑
の

調
査
が
あ
る（
第
一

表
）。

一

方
は
農
村
（
生
田

）、
一

方
は
都
市
周
辺
（
神
奈
川
）
と
、

地
域
の

性
格
に

は
差
が

あ
る
が
、

凱
旋
・

戦
殁
慰
霊
碑
は
明
治
期
に

集
中
し
、

神
奈

川
区
の

日
清
戦
役
碑
一

基
を
除
い

て
、

す
べ

て
が
日
露
戦
争
関
係
で

あ
る
こ

と
を
注
目
す
べ

き
で

あ
ろ
う
。

日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
と
で

は
、

県
民

の

対
応
は
明
ら
か
に

相
違
し
て
い

た
。
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二
　
都
市
と
農
村
の

変
化

都
市
と
農
村
の

産
業
の
状
態

日
清
・

日
露
の

二
つ

の

戦
争
を
き
っ

か
け
に
、

横
浜
を
中
心
と
す
る
都
市
周
辺
の

地
域
の

社
会
関
係
と
産
業
の

状
態
も
変
化
を

示
し
は
じ
め
た
。

友
松
会
編
『
神
奈
川
県
地
誌
』（
資
料
編
14

近
代
・

現
代
⑷
四
五
六
ペ

ー
ジ

）
の

日
清
戦
争
直
前
の

神
奈
川
県
の

産
業
状
況
を
み
る
と
、

次
の

よ
う
な
あ
り
さ
ま
で

あ
っ

た
。

農
産
物
の

主
な
も
の
は
、

繭
、

生
糸
、

烟
草
、

米
、

麦
、

粟
、

大
豆
、

小
豆
、

豌
豆
、

甘
藷
、

馬
鈴
薯
等
で
、

繭
、

生
糸
は
津
久
井
、

愛
甲
、

大

住
、

高
座
の

諸
郡
に

多
く
産
し
、

大
住
郡
秦
野
の

烟
草
は
有
名
に

な
っ

た
。

水
産
の

主
な
も
の

は
、

鰯
、

鰺
、

鰹
、

鰕
、

鮎
、

海
苔
等
で
、

鎌
倉
郡
の

鰕
、

多
摩
川
・

相
模
川
の

鮎
、

橘
樹
郡
の

海
苔
は
有
名
で

あ
る
。

製
造
物
の

主
な
も
の

は
、

津
久
井
郡
の

川
和
縞
織
、

鎌
倉
郡
の

塗
盆
、

横
浜
の

七
宝
焼
等
で

あ
り
、

湯
本
の

挽
物
細
工
、

小
田
原
の

梅
干
、

塩
干
、

江
の

島
の

貝
細
工
、

浦
賀
の

水
飴
が
特
に

有
名
で

あ
る
。

そ
の

他
、

津
久
井
郡
の

材
木
、

愛
甲
郡
の

薪
炭
、

足
柄
下
郡
の

硫
黄
、

石
材
等
も
あ
る
。

大
き
な
都
市
と
し
て

は
、

横
浜
、

小
田
原
、

横
須
賀
、

神
奈
川
が
あ
る
。

横
浜
市
は
久
良
岐
郡
の

東
北
に

位
置
し
、

長
さ
一

里
余
、

幅
三
十
二
、

三
町
ほ
ど
の

町
で

あ
る
。

昔
は
小
さ
な
漁
村
で

人
口

も
極
め
て

少
な
か
っ

た
が
、

三
十
数
年
前
、

安
政
六
年
に

外
国
と
の

貿
易
の

た
め
に

開
か
れ
、

そ
れ
以
来
、

山
を
崩
し
て

海
を
埋
め
た
り
、

川
を
通
し
て

橋
を
架
け
る
な
ど
、

に

わ
か
に

大
都
会
と
な
っ

て

き
た
。

海
に

は
船
が
帆
柱
を
連
ね
、

陸

で

は
商
店
が
軒
先
を
並
べ

て
、

車
馬
が

行
き
交
い
、

非
常
に

活
気
を
呈
し
て
い

た
。

明
治
二
十
五
年
末
の

調
査
に

よ
る
と
、

当
時
の

人
口
は
十
四
万

三
千
以
上
あ
り
、

そ
れ
は
年
毎
に

増
加
の

傾
向
を
た
ど
っ

て
い

た
。

そ
の

頃
に

な
る
と
各
家
庭
に

水
道
も
敷
設
さ
れ
た
。

す
で
に

電
灯
も
ガ
ス

灯
も

点
さ
れ
、

港
が
完
成
し
た
時
に

は
、

貨
物
の

揚
卸
や
船
舶
の

碇
泊
に

は
誠
に

便
利
で
、

一

大
良
港
と
な
る
こ

と
は
ま
ち
が
い

な
い
。

市
の

東
南
に

居

©神奈川県立公文書館



留
地
が

あ
っ

て
、

そ
こ

に

住
む
外
国
人
は
常
に

数
千
人
も
い

た
。

小
田
原
は
も
と
も
と
城
下
町
と
し
て

栄
え
、

馬
車
鉄
道
が

敷
設
さ
れ
る
と
、

東
は
国
府
津
に

通
じ
西
は
湯
本
ま
で

通
じ
た
。

東
海
道
の

要
路
に

あ

た
る
と
こ

ろ
か
ら
商
業
は
繁
栄
し
、

人
口
は
一

万
五
千
に

達
し
て
い

た
。

横
須
賀
も
小
さ
な
漁
村
に

す
ぎ
な
か
っ

た
が
、

三
十
数
年
前
の

造
船
所
が

設
け
ら
れ
る
こ

と
に

な
っ

て

急
速
に

開
発
さ
れ
た
。

商
業
も
発
展
し
、

人
口
は
一

万
七
千
に

上
っ

た
。

神
奈
川
町
は
横
浜
市
に

続
き
、

内
陸
の

産
物
の

集
散
地
と
し
て

栄
え
、

人
口

は
一

万
三
千
で

あ
る
。

都
市
へ

の

人
口

集
中

日
清
戦
争
前
後
に

は
、

人
口

の

集
中
は
、

横
浜
市
・

横
須
賀
町
・

小
田
原
町
を
中
心
に

す
す
ん
だ
。

明
治
末
期
に

は
、

県

民
の

約
四
〇
㌫
が

横
浜
市
を
中
心
に

生
活
し
て
い

た
。

こ

の

よ
う
に

市
部
に
、

こ

れ
ほ
ど
人
び
と
が
移
住
し
て

き
た
事
実

は
、

県
下
社
会
状
況
の

変
貌
を
そ
れ
と
な
く
告
げ
て
い

る
。

そ
の

間
神
奈
川
県
の

人
口

は
増
え
つ

づ
け
、

そ
の

半
数
は
人
口
一

万
人
以
上
の

都
市
部
に

生
活
し

て

い

た
。

出
身
地
構
成
で
は
横
浜
市
を
典
型

に
、

他
県
出
身
者
が
圧
倒
的
に

多
い
。

横
浜
市
の

人
口

伸
び
率
は
、

明
治
後
期
を
通
じ
て

全
国
六
大
都
市
中
で

も
最
高
で

あ
っ

た
。

こ

の

伸
び
率
は
入
寄
留
者
に

よ
っ

て

支
え
ら
れ
て

お

り
、

一

九
〇
二

年
で
は
人
口
の

六
五
㌫
を
占
め
、

一

九
〇
七
年
以
後
も
六
〇
㌫
台
を
維
持
し
て
い

る
。

寄
留
と
は
九
十
日
以
上
、

本
籍
地
外
に
一

定

の

居
所
ま
た
は
住
所
を
も
つ

こ

と
で

あ
っ

て
、

定
着
性
の

高
い

こ

と
を
示
し
て
い

る
。

横
浜
市
の

入
寄
留
者
は
、

明
治
前
・

中
期
で

は
、

県
下
農
村

地
帯
の

出
身
者
が
相
対
的
に

多
か
っ

た
が
、

一

九
〇
二

年
を
境
と
し
て
、

県
外
寄
留
者
八
三
㌫
、

県
下
一

七
㌫
の

割
合
で

定
着
し
て
い

る
。

海
軍
の

造
船
所（
工
廠

）
を
か
か

え
る
横
須
賀
町
で

は
、

一

九
〇
二

年
に

入
寄
留
者
六
五
㌫
、

そ
の

後
は
軍
需
工
業
の

動
向
に
よ
っ

て

不
安
定
で

は
あ
る
が
、

五
五
㌫
前
後
と
な
る
。

い

ず
れ
に

し
て

も
、

県
平
均
の

二
八
〜
三
〇
㌫
よ
り
も
遙
か
に

高
い

比
率
を
示
し
て
い

る（
第
二

表
）。

ま
た
、

県
下
各
都
市
の

出
入
寄
留
関
係
も
、

明
治
四
十
年
代
が
一

つ

の

転
換
期
で

あ
っ

た
。

出
入
寄
留
者
数
の

差
し
引
き
を
み
る
と
一

九
〇
二

年
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に
は
製
糸
、

織
物
、

そ
の

他
の

工
業
の

た
め
に

入
寄
留
の

多
か
っ

た
都
筑
・

津
久
井
・

足
柄

上
・

下
の

各
郡
は
一

九
〇
七
年
で

逆
転
し
て
い

る
。

久
良
岐
・

鎌
倉
・

愛
甲
の

各
郡
は
そ
の

差
の

少
な
い

地
域
で

あ
る
が
、

一

九
〇
七
年
に

は
出
寄
留
が
増
大
す
る
傾
向
を
み
せ
て
、

高

座
・

中
の

両
郡
は
、

入
寄
留
者
が
六
、

七

千
人
と

多
く
な
っ

て
い

る
。

ま
た
、

出
寄
留
も

七
千
か
ら
八
千
と
大
き
く
、

高
座
な
ど
は
一

九
〇
七
年
に
一

万
を
越
し
て
い

る
。

三
浦
郡
も

一

九
〇
二

年
に

三
万
四
千
の

入
寄
留
に

対
し
て

出
寄
留
は
一

万
一

千
と
な
っ

て
い

る
。

こ

れ

は
浦
賀
ド
ッ

ク
の

分
散
に

対
応
し
て
、

両
者
と
も
減
少
し
た
の

で

あ
ろ
う
。

橘
樹
郡
は
、

一

九
〇
二

年
、

一

九
〇
七
年
と
も
出
入
寄
留
が
増
加
し
て
い

る
が
、

一

九
一

二

年
、

入
寄
留
が

出
寄
留
の

二
倍
近
い
一

万
二

千
余
へ

と
逆
転
し
は
じ
め
て
い

る
。

こ

の

よ
う
な
県
下
の

人
口

集
中
現
象
は
、

よ
う
や
く
こ

の

こ

ろ
か
ら
後
年
の

鶴
見
町
、

川
崎
町
、

保
土
ヶ

谷
町
一

帯
の

い

わ
ゆ
る
京
浜
工
業
地
帯
の

形
成
が
は
じ
ま
っ

た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

横
浜
市
入
寄
留
者
の

出
身
地
方
別
構
成
は
一

九
〇
七
年
で
、

県
内
の
一

七
・

四
㌫
を
ふ
く
む
関
東
地
方
の

五
三
・

五
㌫
、

中
部
地
方
三
〇
・

八
㌫

が
主
力
を
占
め
、

上
位
か
ら
東
京
、

千
葉
、

静
岡
、

愛
知
、

山
梨
、

三
重
、

埼
玉
、

新
潟
、

群
馬
、

茨
城
の

順
位
も
変
わ
ら
な
い

ま
ま
、

大
正
初
期

に
至
っ

て
い

る
。

こ

れ
は
交
通
の

利
便
と
い

う
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、

全
体
と
し
て

東
海
道
沿
い

の

府
県
出
身
者
が
多
い
。

の

ち
の

京
浜
工
業
地
帯
労

働
力
の

主
流
と
な
る
東
北
、

南
九
州
地
方
出
身
者
は
合
わ
せ
て

や
っ

と
六
〜
七
㌫
が
、

大
正
八
年
に

あ
ら
わ
れ
る
。

沖
繩
・

朝
鮮
出
身
者
は
、

ま
だ

百
名
に

も
達
し
て
い

な
か
っ

た
（
山
田
操
『
京
浜
都
市
問
題
史
』）。

第2表　横浜・横須賀・小田原の戸数・人口合計

『神奈川県統計書』から作成。市域編入の町村は対象とせ
ず，対象年次の三都市の戸数，人口のみを集計した。ただし
神奈川・浦賀は集計に加えてある。（　）内は全県にしめる比
率を示す
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都
市
生
活
の
変
化

明
治
四
十
年
代
か

ら
、

他
府
県
出
身
者
ど
う
し
の

婚
姻
が
ふ

え
、

新
戸
籍
を
住
所
ま
た
は
居
所
の

あ
る
地
に

移
す
者
が
目
立

っ

た
と
い

う
。

横
浜
の

よ
う
な
異
な
っ

た
郷
里
を
も
つ

も
の

が
混
在
し
て
い

る
都
市
で

は
、

生
活
形
態
の

変
化
が
す
す
み
、

そ
こ

に

共
通
の

も
の

が
生
み
出
さ
れ
て
い

っ

た
。

た
と
え
ば
明
治
初
年
洋
風
木
造
建
築
特
有
の

家
屋
外
壁
の

い

わ
ゆ
る
「
下
見
板
張
り
」
は
、

一

八
七
七
（
明
治
十
）年
前
後
か
ら
大
流
行
し
た
も
の

で
、

小
学
校
や
官
公
署
の

建
築
な
ど
を
通
じ
て

ひ
ろ
が
っ

た
。

こ

れ
は
も
と
西
部
開
拓
期
の

ア
メ

リ
カ
で

盛
ん
だ
っ

た
ス

タ
イ
ル

で
、

そ
れ
が

横
浜

を
中
心
に

普
及
さ
れ
、

ア
メ

リ
カ
系
の

建
物
に

用
い

ら
れ
た
。

「
米
利
堅
下
見
」
ま
た
は
「
ア
メ

リ
カ

下
見
」
な
ど
と
し
て
、

当
時
の

大
蔵
省
の

建

物
の

仕
様
書
な
ど
に

も
明
記
さ
れ
た
。

一

八
七
七
年
ご
ろ
か
ら
は
、

工
部
省
外
国
人
技
師
の

国
籍
関
係
の

影
響
も
あ
っ

て
、

こ

れ
が
「
イ
ギ
リ
ス

下

見
」
と
い

う
言
葉
に

代
わ
っ

た
と
も
い

う
（
工

学
会
『
明
治
工

業
史
』
建
築
編
、

村
松
貞
次
郎
『
日
本
建
築
技
術
史
』）。

県
内
で
の

建
築
職
人
の

口

伝
で
は
、

横
浜
市
と
そ
の

周
辺
で

は
メ

リ
ケ
ン

下
見
と
い

わ
れ
た
が

離
れ
る
ほ
ど
「
ナ
ン

キ
ン

下
見
」
と
呼
ば
れ
た
と
い

う
。

横
浜
市
に
お

け
る
中
華
街
の

イ

メ

ー
ジ
が
地
方
へ

ひ
ろ
が
っ

た
故
で

あ
ろ
う
。

都
市
は
金
遣
い

の

町
、

消
費
の

町
で

あ
る
。

横
浜
商
業
会
議
所
『
月
報
』
第
四
号
（
明
治
三
十
年
一

月

）
に

は
、

「
横
浜
市
の

遊
楽
地
」
が
紹
介
さ

れ
て
い

る
。

そ
れ
に

よ
る
と
当
時
は
伊
勢
佐
木
町
通
り
が
、

唯
一

の

娯
楽
場
で

あ
っ

て
、

第
一

に

遊
歩
者
が
多
い

こ

と
（
あ
る
日
曜
日
の

午
後
三
時
、

五
分
間
で
四
百
八
十
三
人
が
入
口
の

吉
田
橋
を
通
過
し
た
と
い

う

）、

第
二
に

遊
歩
者
に

は
市
民
が
多
い

こ

と
、

第
三
に

は
日
常
必
需
品
を
扱
う
各
商
店
が

中
心
で

あ
る
こ

と
の

三
点
が
特
色
で

あ
る
と
し
て
い

る
。

昼
間
、

わ
ず
か
五
分
間
の

統
計
な
が
ら
、

通
行
者
の

分
類
は
、

男
子
三
百
八
十
七
人
、

女
子
九
十
六
人
、

衣
服
は
洋
服
一

に

対
す
る
和
服
九
、

帽

子
は
六
割
が
か
ぶ
っ

て
い

た
と
い

う
。

ま
た
、

商
店
を
分
類
す
る
と
、

衣
類
・

服
飾
品
店
四
十
九
（
足
袋
、

袋
物
、

小
間
物
、

時
計
、

下
駄
な
ど
、

洋
服

は
二

店
）、
飲
食
店
四
十
（
す
し
、

そ
ば
、

牛
、

し
ゃ

も
、

て

ん
ぷ
ら
、

汁
粉
な
ど
、

芝
居
茶
屋
一

店
）、
雑
貨
店
三
十
六
（
玩
具
、

洋
貨
、

薬
、

陶
器
な
ど
、

ラ
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ン

プ

店
二
、

提
灯
、

石
け
ん
各
一

）、

娯
楽
場
二
十
五
（
空
気
銃
、

劇
場
、

寄
席
な
ど

）、

菓
子
、

し

好
品
二
十
三
（
せ
ん
べ

い
、

た
ば
こ
、

は
じ
け
豆
な
ど
、

洋
酒
店
二

）、

雑
二
十
三
（
絵
草
紙
五
、

理
髪
店
五
、

雑
誌
店
四
、

湯
屋
二

な
ど
・

こ

れ
ら
は
娯
楽
場
的
な
面
も
あ
っ

た

）、

食
料

品
店
六

（
パ

ン

二
な
ど

）、

計
二
百
二
店
が
並
ん
で
い

た
。

新
し
い
生
活

形
態
の

普
及

こ

の

よ
う
な
都
市
の

中
心
地
か
ら
、

県
内
の

農
村
地
帯
に

む
か
っ

て
、

新

し
い

生
活
形
態
が
流
れ
て
い

っ

た
。

当
時
の

生
活
を
物
語
る
資
料
は
少
な

い

が
、

ま
ず
、

明
治
前
期
を
代
表
す
る
も
の

と
し
て
、

中
郡
土
沢
村
土
屋
（
現
在

平
塚
市
）

の

原
長
右
衛
門
家
の

各
種
帳
簿
が
残
さ
れ
て
い

る
。

そ
れ
に
よ
る
と
砂
糖
は
、

一

八
六
九
（
明
治
二

）
年
か
ら
、

か

な
り
大
量
の

自
家
消
費
が

見
ら
れ
、

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
に
は
贈
答
用
と
し
て

の

購
入
も
激
増
し
て

い

る
。

同

時
に
、

菓
子
の

購
入
も
あ
る
。

一

八
六
九
年
で
は
よ
う
か
ん
、

せ
ん
べ

い
、

そ
れ
に

金
平
糖
、

一

八
七
九
年
に

な
る
と
飴
、

餠
菓
子
の

ほ
か
、

金
平
糖
が
あ
り
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年

に

な
る
と
カ
ス

テ
ラ
が
好
ま
れ
て

く
る
。

日
用
雑
貨
で

は
、

一

八
六
九
〜
七
〇
年
の

こ

ろ
は
、

シ
ャ

ボ
ン
、

歯
み
が
き
、

ろ
う
そ
く

が
あ
る
。

一

八
七
四
年
に

な
っ

て
、

す
り
つ

け
ぎ
（
マ

ッ

チ

）
が
毎
月
の

よ
う
に

購
入
さ
れ
て

く
る
。

一

八
八
四
年
に
は
、

ラ
ン

プ
、

コ

ッ

プ
、

靴
、

洋
傘
、

洋
釘
な
ど
が
購
入
さ
れ
、

半
年
ほ
ど
『
絵
入
朝
野
新
聞
』
が
購
読
さ
れ
て
い

た
。

衣
料
品
で

は
、

一

八
七
九
年
が
金
巾
、

一

八
八
四
年
が
メ

リ
ヤ
ス

と
、

主
流
が
異
な
っ

て

き
て
い

る
。
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